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１．ま え が き 

 近年，学生の就職活動が長期にわたるようになっ

てきた．これは，景気低迷に伴い年々求人数が減少

していることや，就職活動の早期化に学生が追いつ

いていないため不採用となるケースが増えてきたこ

となどが原因として考えられる．前者については，

学校側が企業に求人を出してもらえるよう積極的に

働き掛けることにより求人数を若干回復させること

ができるが，景気動向が改善しない限り求人は厳し

い状況が続くと思われる．後者については，学生に

対して早期から面接対策や適性検査対策を行うこと

で内定率を上げることが可能である． 
 高専本科卒業後の進路は，大学，高専専攻科，専

門学校への進学や，民間企業や国や地方自治体など

への就職など，多岐にわたっている．高専は 5 年間

という長い間で進路を考えることが可能であるが， 
4 年の冬季休業後から進路を考え出している学生も

見受けられる．このような状況では就職活動や受験

勉強が間に合わない状況が予想されるため，早期か

ら常に自分の将来に興味を持たせることが大切であ

ると考えられる．早期に自分の将来の目標を設定す

ることができれば，就職活動や受験対策に力を入れ

ることができるだけでなく，日頃から行っている学

習への意欲が向上することが期待される． 
 キャリア教育とは，中央教育審議会答申「初等中

等教育と高等教育との接続の改善について（平成 11
年 12 月 16 日）」において，「望ましい職業観・勤労

観及び職業に関する知識や技能を身に付けさせると

ともに，自己の個性を理解し，主体的に進路を選択

する能力・態度を育てる教育」と定義されている 1)．

これを受けて，中学校や高等学校においてもキャリ

ア教育が実施されつつあり，大学においては教育課

程の中にキャリア教育に関する授業を入れて実施し

ている例もある 2)． 
 ほとんどの高専は技術者教育を実施する中で，随

時キャリア教育を行っている．中には，本科 1 年次

からキャリア教育を実践する取り組みも報告されて

いる 3)，4)．本校においては，本科 4 年生を対象とす

る実務訓練 5) ，本科 4 年生と専攻科 1 年生を対象に

外部講師による就職面接指導，5 年生が 4 年生に対

して進路に関するアドバイスを行う取り組み 6) ，進

路支援システム cosmos3 による進路情報の提供 7) ，

キャリアコンサルタントによる面接指導などが行わ

れているが，全学年を通じてのキャリア教育や，教

育課程の中でキャリア教育は実施されていない． 
 そこで，筆者は特別活動の 1 つであるホームルー

ム活動の時間を活用して，3 年生の特別研修の研修

内容 8) から継続してキャリア教育を実施した．また，

ホームルーム活動ではキャリア教育以外にも，技術

者倫理やハラスメント防止に関する内容も取り上げ

た．本論文では，平成 23 年度の電気電子工学科 3
年生を対象としたホームルーム活動の実施内容と実

施後のアンケート結果について述べる． 

２．ホームルーム活動実施日と内容 

 高等学校学習指導要領では，「ホームルーム活動に

おいては，学校における生徒の基礎的な生活集団と

して編成したホームルームを単位として，ホームル

ームや学校の生活への適応を図るとともに，その充

実と向上，生徒が当面する諸課題への対応及び健全

な生活態度の育成に資する活動を行うこと．」を求め

ている 9)．ホームルーム活動では「ホームルームや

学校の生活の充実と向上に関すること」「個人及び
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渡 辺 誠 一 

社会の一員としての在り方生き方，健康や安全に関

すること」「学業生活の充実，将来の生き方と進路の

適切な選択決定に関すること」の 3 項目について具

体的に事例を挙げて実施を求めている 9)． 
 表 1 にホームルーム活動の実施内容について示し

た．活動は 45 分の時間で 30 週実施した．中には時

間を超過して 90 分実施した内容もあった．「生と

性の講習会」，「海外インターンシップ講演会」，

「防災訓練」の計 4 回については 3 学年全体での行

事，「4 年生実務訓練報告会」は電気電子工学科 4
年生との合同行事で，それ以外の計 25 回はクラス

単独で実施した．クラス単独で実施する内容につい

ては，3 年生は高等学校課程に相当する学年である

ことから，できるだけ高等学校学習指導要領に準じ

た内容となるよう配慮した． 

３．ホームルーム活動の実施内容の詳細 

 実施した 30 回の中で，主な実施内容についての

詳細について述べる． 
 
３－１ 特別研修（３，４回目） 

4 月 21 日・22 日に長野県須坂青年の家で 1 泊 2
日の特別研修を実施した 8)．研修では自己紹介，パ

スタブリッジコンテスト 10)，特別講演，スポーツ大

会を実施した．特別講演では，「創造するチカラ」と

題して，技術と社会が深く結びついていることが理

解できるような内容を含めた商標やビジョンに関す

る講演と，グループワークが行われた．グループワ

ークでは，学生は 5～6 名のグループを作り，従来

ある製品の問題点，新たに開発した製品の優れてい

る点，新製品のキャッチコピー（商品名）を考える

創造体験などを行った． 
 
３－２ 自他の理解能力を知る（６回目） 

 将来の進路を考えるに当たっては自己理解が必要

であることから，事前に高専に入学した理由や夢な

どの記述を求める自他の理解能力を知るためのワー

クシート 11) を配布して記入してもらった後，6～7
名のグループで発表し合った 8)． 
 
３－３ キャリアプランの作成（７回目） 

 図 1 に計画実行能力を把握するためのワークシー

ト（キャリアプランのワークシート）を示した 12)．

現在（18 歳）から定年の頃（60 歳以降）までの仕

事の様子と生活の様子に関して，進学，就職，結婚

などのライフイベントを記入してもらった．これに

より，自分の将来の再確認と将来計画の作成能力を

身につけることを狙ったが，詳細に書けた学生は僅

かであった．このことから，3 年生の段階では将来

設計能力があまり備わっていないことがわかった． 

表 1 ホームルーム活動の実施内容 

回 月/日 内 容 

1 4/11 学生会の役員決定 
特別研修の部屋割，レクレーション決定 

2 4/18 特別研修の内容確認（しおり説明） 
席替え 

3,4 4/21
～22

特別研修（21 日午後～22 日終日） 
【長野県須坂青年の家】 

5 5/2 
特別研修の反省（アンケート） 
特別研修講師から依頼のアンケート 
工嶺祭クラス展示のテーマ決め 

6 5/16 自他の理解能力を知る（グループワーク）
～夢・やってみたい仕事・興味がある仕事～ 

7 5/30 キャリアプランの作成（個人ワーク） 
工嶺祭クラス展示のテーマ決め 

8 6/6 授業中の内職について 
ノートの取り方について 

9 6/13 「生と性の講習会」聴講【100 番教室】 

10 6/20 勉強の仕方について 
『或日のつぶやき』（相田みつを作）英訳

11 6/27 5 年生の進路状況について 

12 7/4 
前期中間試験成績の配布 
個人面談の実施について 
工嶺祭クラス展示の内容決め 

13 7/11 大学のオープンキャンパスの紹介 
工嶺祭クラス展示の内容決め 

14 7/13 「海外インターンシップ講演会」聴講 
【100 番教室】 

15 9/12
夏休みの反省 
避難訓練について 
工嶺祭クラス展示の内容決め 

16 10/3 防災訓練【中庭】 

17 10/17 後期の生活指導 
「高校生夢ファイル」アンケート 

18 11/2 「4 年生実務訓練報告会」聴講【100 番教室】

19 11/7 企業現場見学の見学先の概要説明 

20 11/14 企業現場見学の反省（アンケート） 
資格試験に関するアンケート 

21 11/21 進路支援システム cosmos3 の利用法 

22 11/28 進路について考える（進学，就職） 
進路支援室の紹介 

23 12/5 就職について考える 
～大卒者の就職状況，業界地図～ 

24 12/19 冬期休業の過ごし方 
学習到達度試験対策 Web 教材の紹介 

25 1/10 1-3 月の行事説明 
悪質商法について考える 

26 1/16 自己分析（個人ワーク） 
～理想の社会人について考える～ 

27 1/23
ハラスメントについて考える（個人ワーク）
～セクシャルハラスメント，アカデミックハラス

メント，パワーハラスメントなど～ 

28 1/30
インターンシップについて考える 
（個人ワーク） 
24 年度電気系資格試験の紹介 

29 2/6 技術者倫理について考える（個人ワーク）
～2 つの事故例から学ぶ～ 

30 2/13 自己評価シートの記入 
（23 年度の反省） 
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キャリア教育を取り入れた 3 年生ホームルーム活動の実施 

 
図 1 計画実行能力を把握するワークシート 12) 

 

 
図 2 進路支援システム cosmos3 のログイン画面 

３－４ ５年生の進路状況について（１１回目） 
5 年生の現時点での進路状況，前年度の卒業生の

進路状況を映像資料で説明した．教室に過去 10 年

間の進路状況の表を掲示した結果，その後，就職お

よび進学に関する担任への問い合わせが微増した． 
 
３－５ 大学のオープンキャンパスの紹介 

（１３回目） 

夏季休業中に大学で開催されるオープンキャンパ

スの日程について，各大学のホームページに掲載さ

れていた情報を元に，関東甲信越地区にある 5 大学

の情報を案内した．オープンキャンパスへの参加は

進学先を決める上で有効な機会であるが，このクラ

スからの参加者は筆者の知る限りゼロであった． 
 
３－６ 「海外インターンシップ講演会」の聴講 

（１４回目） 

3 学年全員で，国立高等専門学校機構が主催する

海外インターンシップに参加した専攻科生 1 名の体

験記を聴講した．この講演によって，インターンシ

ップの目的と内容を理解するだけでなく，海外の文

化を理解することができた． 
 
３－７ 「高校生夢ファイル」アンケートの実施 

（１７回目） 

 信濃毎日新聞から本校 3 年生に対して，同社の新

聞に掲載している特集記事「高校生夢ファイル」の

記事提供依頼があり，ホームルーム活動の時間を利

用して，入学の理由や将来の夢などを自由に記述し

てもらった．電気電子工学科では全員で作成を行っ

た．記事は後日掲載され 13)，教室に写しを掲示した．

記事を見た学生の一部から「しっかり将来を考えて

いる人がいるんだ」などの感想が寄せられた． 
 
３－８ ４年生実務訓練報告会の聴講（１８回目） 

 100 番教室で 4 年生が夏季休業中に実施したイン

ターンシップ（実務訓練）の報告会を聴講した．こ

れにより，1 年後に行う実習の心構えや必要なスキ

ル，および県内外の企業でどのような事が行われて

いるかなどについて学んだ． 
 
３－９ 企業・現場見学の反省（２０回目） 
 11 月 10 日にエムケー精工株式会社（千曲市）と

日置電機株式会社（上田市），11 日に上田日本無線

株式会社（上田市）と株式会社ミマキエンジニアリ

ング（東御市）の 4 箇所の企業を見学した際の反省

をアンケート形式で振り返った．学生自身にとって

どのような業種が向いているのか，どのような会社

で働きたいかを考える機会となった． 
 
３－１０ 進路支援システム cosmos3 の利用法 

（２１回目） 

 図2に進路支援システム cosmos3のログイン画面

を示した．進路支援システムでは進学募集情報と求

人情報を Web 上で検索することが可能である．将来

を考える上での参考資料となることから，システム

の操作方法について説明した． 
 
３－１１ 進路について考える（２２回目） 
 本科 5 年生の進路状況と進学先および就職先の決

め方の一例について紹介した．その後，過去の受験

報告書，進学募集要項や求人情報が収められている

進路支援室の紹介を行い，施設の利用を促した． 
 
３－１２ 就職について考える（２３回目） 
 就職先を決定する際には，世の中にはどのような

業種があるかを知っておく必要がある．また，業界

はどのようになっているかを理解することで，進路

選択の幅が広がってくる．ここでは，大学生の就職

活動の状況と，電気系企業の業界地図 14)，15) につい

て紹介した． 
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３－１３ 自己分析（２６回目） 

 

図 3 自己分析ワークシート 

 

 
図 4 インターンシップのワークシート 

 

 図 3 に自己分析ワークシートを示した．このワー

クシートは，学級担任や進路指導担当教員が学生の

各種推薦状を書くための参考資料とするために学生

支援委員会が学級担任を通じて 4 年生（または 5 年

生）に配布しているものである． 
このワークシートを用いて自己の性格を分析した

後，10 名程度に理想の社会人に備わっていてほしい

性格について発表してもらった．学生からは「誠実

である」「ユーモアがある」「実行力がある」「責任

感が強い」「礼儀正しい」「気取らず純真である」

「仕事をテキパキ処理する」「勤勉である」「勇気が

ある」「独創性がある」「協調的である」「理論家で

ある」が挙げられた． 
 
３－１４ インターンシップについて考える 

（２８回目） 

 図 4 にインターンシップのワークシートを示した．

先ずインターンシップ（実務訓練）のシラバスを用

いてインターンシップの目的と意義を説明した．そ

の後，実習先企業が決定するまでの流れ，実習後の

報告書の作成および発表会の様子について紹介した． 
 
３－１５ 技術者倫理について考える（２９回目） 
 図 5 に技術者倫理のワークシートを示した．技術

者として働くためには，高い倫理観を持つことが必

要である．そこで，日本航空ジャンボ機墜落事故 16) 

と六本木ヒルズ回転ドア 17) の事故例を取り上げ，

技術者に必要な倫理観が少しでも身につくような機

会を設けた． 

４．活動実施後のアンケート結果 

 ホームルーム活動終了後に，電気電子工学科 3 年

生全員に対して，ホームルーム活動の実施内容およ

び自己評価に関する記名式アンケートを実施した．

アンケートは学年末の特別編成授業期間 終日の平

成 24 年 3 月 5 日に実施した．回答者数は受講した

学生 42 名中 42 名（回収率 100 %）であった．アン

ケート項目および分析結果は以下の通りである． 
 
４－１ 実施内容に関する質問 

 実施内容に研修全体に関する質問の結果は以下の

5 項目である．いずれの項目も「良い」「やや良い」

と回答する学生が 50%以上を占めており，特にイン

ターンシップに関する(3)，(4)で良い評価となった．

これは，来年度に学生が実際に行うことから，興味

を持って聴講したため高評価となったと考えられる． 

 ホームルーム活動の実施内容については，キャリ

ア教育に関するものだけでなく，表 1 に示したよう

にハラスメント問題や悪徳商法問題など多岐に実施

しているが，実施の継続性に欠けている時期もあり，

今後は実施時期について検討していきたい． 
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キャリア教育を取り入れた 3 年生ホームルーム活動の実施 

(1) 進路に関する内容（進学，就職，cosmos3 利用 
法など）はどうでしたか 
良い    8 名(19.0 %) 
やや良い  16 名(38.1 %) 
どちらとも言えない 18 名(42.9 %) 
やや悪い   0 名(  0 %) 
悪い    0 名(  0 %) 

(2) 海外インターンシップ講習会の内容はどうでし

たか 
良い    8 名(19.0 %) 
やや良い  13 名(31.0 %) 
どちらとも言えない 21 名(50.0 %) 
やや悪い   0 名(  0 %) 
悪い    0 名(  0 %) 

(3)  4 年生実務訓練報告会の内容はどうでしたか 
良い   18 名(42.9 %) 
やや良い  15 名(35.7 %) 
どちらとも言えない  8 名(19.0 %) 
やや悪い   1 名(  2.4 %) 
悪い    0 名(  0 %) 

(4) 「インターンシップについて考える」の内容は

どうでしたか 
良い   12 名(28.6 %) 
やや良い  18 名(42.8 %) 
どちらとも言えない 12 名(28.6 %) 
やや悪い   0 名(  0 %) 
悪い    0 名(  0 %)  

(5) 「技術者倫理について考える」の内容はどうで

したか 
良い    7 名(16.7 %) 
やや良い  15 名(35.7 %) 
どちらとも言えない 19 名(45.2 %) 
やや悪い   1 名(  2.4 %) 
悪い    0 名(  0 %) 

 
４－２ 自己評価に関する質問 

 自己評価に関する質問の結果は以下の 4 項目であ

る．ワークへの取り組み，および年間を通じての取

り組みについては「出来た」「やや出来た」と回答す

る学生より，その他の評価が上回った．これは，ホ

ームルーム活動自体に関心を持っていない学生や，

内容自体に興味を持っていない学生が多いと考えら

れる．今後，学生に興味を持ってもらえるような内

容を入学時から計画的に実施する必要がある． 
進路支援室および進路支援システム cosmos3 の

利用者はともに 20%以下であった．進路を決めるま

でに時間があることから，利用したい意欲がわかな

いためだと考えられる．進路支援室および cosmos3
の利用者は本科 5 年生および専攻科 2 年生が主であ

り，全学年に浸透させるかが今後の課題である． 

 
図 5 技術者倫理のワークシート 

 
(1) ワーク（自己分析，理想の社会人，ハラスメン

ト，インターンシップ，技術者倫理など）につ

いて積極的に取り組むことが出来ましたか 
出来た   4 名(  9.5 %) 
やや出来た  15 名(35.7 %) 
どちらとも言えない 19 名(45.3 %) 
やや出来なかった  4 名(  9.5 %) 
出来なかった   0 名(  0%) 

(2) 1 年間を通じてホームルーム活動に積極的に取

り組むことが出来ましたか 
出来た   4 名(  9.5 %) 
やや出来た  14 名(33.3 %) 
どちらとも言えない 18 名(42.9 %) 
やや出来なかった  5 名(11.9 %) 
出来なかった   1 名(  2.4 %) 

(3) 進路支援室を利用しましたか 
利用した   8 名(19.0 %) 
利用していない  34 名(81.0 %) 

(4) 進路支援システム cosmos3 を利用しましたか 
利用した   6 名(14.3 %) 
利用していない  36 名(85.7 %) 
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５．あ と が き 

 本論文では，平成 23 年度の電気電子工学科 3 年

生を対象としたホームルーム活動の実施内容と実施

後のアンケート結果について述べた．ホームルーム

活動終了後のアンケート結果より，内容に関して学

生は概ね良好の感想を持っていることがわかった．

その半面，自己評価においては積極的に取り組めた

学生が 50%に達成しなかったことから，今後，学生

に興味を持ってもらえるような内容を実施する必要

があると考えられる． 
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